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① オブジェクトバーの《クエリ》を選択します。

②《新規作成》をクリックします。

③《選択クエリウィザード》をダブルクリックします。

④《テーブル/クエリ》の をクリックし、一覧から「テーブル：得意先」

を選択します。

⑤《選択可能なフィールド》から「得意先名」をダブルクリックします。

⑥《選択可能なフィールド》から「TEL」をダブルクリックします。

■選択クエリウィザードを使ったクエリの作成

「クエリ」とは、テーブルに格納されたデータをさまざまに加工するためのオ

ブジェクトです。クエリを使うと、ひとつまたは複数のテーブルから必要な

フィールドを組み合わせて仮想テーブルを編成したり、レコードを抽出した

りできます。

「選択クエリウィザード」を使うと、対話形式の設問に答えながら、簡単にク

エリを作成できます。
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選択クエリウィザードやデザインビューを使ったそれぞれのクエリの作成

方法を実習します。

選択クエリウィザードを使って、テーブル「得意先」をもとにクエリを作

成しましょう。次のように設定します。

フィールド ：「得意先名」「TEL」

クエリ名 ：得意先電話帳

Lesson 1
Point
その他の方法（選択クエリの
作成）

◆メニュー：《挿入》→《クエリ》

◆ボタン： （新しいオブジェク

ト）の →《クエリ》

Point
その他のクエリウィザード

●クロス集計クエリウィザード

2つ以上のフィールドをもとにデータ

を分類し、合計、平均、カウントな

どの方法で集計するクエリです。

●重複クエリウィザード

テーブルやクエリのフィールドに重複

するデータが存在するかどうかを調べ

ることができるクエリです。

●不一致クエリウィザード

2つのテーブルの共通のフィールドを

比較して、一方のテーブルにしか存在

しないレコードを抽出するクエリで

す。

解説 

データベース「クエリの作成と変更1」を開いておきましょう。
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⑦《次へ》をクリックします。

⑧《クエリ名を指定してください。》に「得意先電話帳」と入力します。

⑨《完了》をクリックします。

＜結果＞

次の操作のために、クエリを閉じておきましょう。
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